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あったとしている。これに対して筆者は日Ijの説点をもっている G というのは， 1920年代以降II!!~緑
江流j設の森林偶発が衰退したj出却については，ぞれよりもむしろ開発構造の内部にその要因があっ







自はJ1孔i二の天池と称する火山湖にj艇を発し， 1臨江県のi摺沼山に I?折れてf'r.i走 L，龍i苅iJJ自民に発













による)におよぶ。構成樹穂は議較で見て，ベニマツ (PinusKoraiensis) ，スキ、マツ (PiceaA. 
Di巴tr及び Abiesfirnの総称、)，カラマツ (Larixdahurica) などの針葉樹が 6割，クルミ













書?に移性した。…方で， ìljf~引の支配者は，相先の発祢i換を保挫するため ， 1677if.‘(信託!~~ 16年)か
ら:1受自LJを中心に満州、!の一部の地域における封禁政策いわゆる「悶禁之詩IJH~強ilìlJ的に遂行し，




したc …ブ人名地で、は農民的起が次から次へと起こり， 1)']挺外患に'1滋んだihij防の支配者は J {'前ナH
への封摂及び漢民肢の移住を放任せざるを得なかった九また，この時期に山1t~ .河北諸殺は，
しばしば自依災害lこ見舞われ，殺しい廷は生活苦から，故郷を離れてi:l.J'+Jへ移住するものが激
1iつした。 i泣初にi鴎縁日:. ifl?J:流域に移生したLIJ東・ ifJ北人は， :1:にj;5梁開墾によって生活上の物








木材集散地は， II!~総i工ifiJ口の践にあった。それは 1855年頃から大1tLirl): に移り，そこに ltî'木 j劾がつ
くられだ九 18751三前後には，にM跨だけでなく拠地でも雌んに良水が択伐され，木村がi{Hi-A













いうものであった。 19 0 4年治riVj官吏貌溌の

























































3) 1筏は王子均275i主とし， 1;主は0'(伐と関係紙し長さ 8Jミ












lJIしたのではないかと竣者は推測している。 満州、IBIJ発当初，中岡I)~J自の移民の!こ1 I に ， 1ヨ m雑 Ih~ ~ 
服売する「雑貨ìtfiJ を'，i~~むものがあったり 彼らの 11には資金を幸子和し，i官官民(潔材生稼業者のこ
132 
と)に伐採資金として2若手Ij賛しを始めるものが現れた。これのf料桟と時ばれるものの起こりであ








開始後，卒業の進展状況を見て 2~ 31到に分けて残り分を貸し付ける O また，貸金は会部現金と
いうわけではなく，一般に伐出生産~こ必袈な食~L'I-・級品・資材・等合現品の形で貸し付けることも
含まれていた。把頭によって…JUの伐出生産(9 月から恕年の 5~8 月まで)が完了し，木材が
安東・大東市等の木材集散i也に務筏し，木材が販売された後に，料桟は金利とともに貸金合i回収
する。貸金の金利は，一期の伐出生産期間色単位として針鉾する O それは19世紀末期訪、l'ÌÎJ は 6~
7割前後という綴めて高利なものであったヘさらに料・桟は，貸し付けた現品についてはrl1{fiよ
り 2~3 措高い価格で計算し鵠11又する。把頭が生産過程で自然災容や事故などに見初われ， 1え出
作業を)1買綿に逃めることができない場合には，半料:1朴i
た。











る。 LU担額は，伐採~と践に詳しく，水把(鵠採労働者)を等tいて 111 に入札現場で木把の作業を
指名fi・蛇管ずる。子f":把の殆どがilJ東からの設しい出稼ぎ農民である。 伐I:H生藤組織は，小さいも
のは犯人前後，大きいものは100人税皮であるが，一伐採生産単位は， 25 人 ~30人ぐらいの組織
が普通で、あった。 20~30人の怜出労働組織は，切に10筏ぐらいを生産できた。












今後の謀揺である。)これに対しl鴨緑江流域では， I~ 1 -2に示すようにや付金一把劉一木把とい
う前期的I混入資本と生産のt品、手によって森林開発が行われたということからまさにt:j:l間内資本
|立1-2 tlTl対内資本によ Q開発m.ilJ¥lJにおける木材のiAEれ














司の存続期間jの問題であった。 Iゴヨド↑WJのij之初に提出した3誌は I '1路線江.i料工会流域の森林を























のl間見iJJ から上 ìfrE の長 I~
県まで江浮から60思の範






























民JIZされた。 *'1十長.1'~ ìîJ~ 
1<2…l 係本企!と百j・料伐別tII材)誌の拍手多 WfIl : j主
年次|公務}符念材|公潟Jj災材 j公清ln'i符材 j料快犯inj'1"1 統 計ー
20，1:， 11，:371，411 11，442，915 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































体に ~î める-，I;IJ 15-である。
135 
の抗議を緩和させるため，次年度から売民し1IilJ交を実施しはじめた。つまり 1['H長.i自立がi当分の
伐採した木材を木材商人と斑接取引しようとした!時， ~'il. 5 Iíilli絡を碗示して採水公司に FI1し， 1黒
木公司は!l寺怖と対照して1¥1前倒格の i剣i分を質問1"として，また i分を日銭として)1又めさせて，
採木公河がそれを料桟・把顕に究民:すという制度である。吏に 1924年以時になると民間料率を従











































































































































































































































































































































































































































































































































































決2…2 jポヰミ公判における年度jljJI羽詰の内訳 1M.な:107(: 
年皮 木材往復 木材s!t同学| その他 JI)I.統合計
ゴI}:'!iJ'[ % 並立'!iJ'i % s:窓{ % 5It:絞 'tら
1910 I 3，970 44.6 1，840 20.7 :3，090 34.7 8.900 100 
1911 290 5.6 2，900 56.4 1，950 39.0 5，110 100 
1912 310 7.6 2，:310 56.5 1，470 35.9 4，0引) 100 
1913 260 6.0 2，020 47.6 2，070 46.4 4，350 100 
1914 150 2.0 4，360 59.5 2，820 38.5 7，330 100 
1915 1.tI70 21.6 2，990 44.0 2，340 34目4 6，800 100 
1916 3，310 33.8 4，330 14.2 2，160 22.0 9予800 100 
1917 2，900 24.8 5，260 45.0 3，520 30.2 1 ，680 100 
1918 5，750 313[8，520 46.7 3，970 21.8 18.210 100 
1919 7，860 33.5 9，650 43.6 4，620 22.9 22，130 100 
1920 3，770 17.6 10，260 47.9 7，390 34.5 2l，i120 100 
1921 8，630 26.4 15，790 18.3 8，270 25.3 32.690 100 
1922 6，930 29.0 9，820 41.1 7，170 29.9 23，920 100 
1923 12，130 57.9 4，820 23目。 3，990 19.1 20，9/10 100 
1924 7，770 49.2 5，030 31.9 2，990 18.9 15，790 100 
1925 1，720 15.7 3，830 31.9 5，420 49.4 10，970 100 
1926 6，900 52.2 3.130 23目7 3，190 24.1 13，220 100 
1927 8，940 50.1 4，390 24.6 4，500 25.3 17，830 100 
1928 6，:180 52.:3 2争690 22.0 3，130 25.7 12，200 100 
1929 '1，100 41.1 2.550 25.6 :3，320 33.3 9，970 100 
1930 2，480 29.3 2，300 27.2 3，670 4:3.5 8，450 100 



































lS泡8 1913 1918 1923 1928 193 
年度



























津市場にしめる割合が 5 割以上に速したの I出結成*~・の主な TIT坊は，天i~l!; を +1心とした 11 1 閣内地に
あった。













輸移入先 仰ir((許可) % 
1，290，595 44.0 
外隠i材・ 14，203 4.9 
~![:緑江材 1，500，000 51.1 









































1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 
o 長春闘吉長線認東支線~安東


















木材;fjf(~J! 1j1 f立 官尊Ui時} 立帯封{臨) 襲撃滅{闘j 備 考
紅松布11) 立方19~ 0.85 輔岬酬輔 制輔帽曲 一不詳
絞殺~1免材 オ 。137 0.137 0.135 
紅松桜H (1Jt]分) 枚 0.65 0.58 0.70 
|可 (六分) l可 0.91 0.83 0.95 
|判 (八分) i試j 1.18 1.08 1.20 
|泊! (一寸) いj l.40 1.32 1.15 
13松11i司 .'1c1rlgl!. 0.71 0.81 園田園開
I~I 松鋭材・ オ' 0.117 ー圃岬剛 0.11 
性j松紋材(間分) 枚 0.540 -帽副， 0.560 
i討j (六分) !可 0.78 白鞘岨柑 0.70 
河 (八分) 同 0.85 ー-輔神 1.01 





















































































































史料の名初、と…欽さぜるため fi鈎1+IJという名称を rJi'i対米北地方Jと|吋じ1記念:で使うことにする O
2) これまでiJt聞東北地方の森林開発に触れた研究は，次のものが挙げられる O
1羽萩2次;野敏M級I(ω19叩64ω)':vド附が好(，.i泌必仰fナ'1十lトH‘.， . 台i湾汚別4林水梁発i渓委史論 4林ラ水ド~!
I陶均炎 (札19悌87η))j米:(1北ヒ林3染長誌巴発波!史iた 手台11科林~，キ4本;社会宇利科|ト.~さ学戸院
ヲ:1毛市 ([990) rJ'ii<!林業経済史 以北林楽大学1'，1反社員I}2， 3;i1，1 
140 
3)塚i新進(1990) El r!~合1H!f}緑江:採水公河の分+n. アジア経済. 10. 37-55 
4)小|吟和夫(l的1)満州お茶の水fIF磁 第 2彩P63-75を参照。
5)小I怜:1'1炎 (1991)満州、!お茶の水ミ!?係 筋4t'p: P 147-149を参照。
6)満鉄(HJ01)術I満州経済捌究資料第二 P86を参照。
7)陶炎(1987)京北林業発展史吉林翁社会科学i淀 P 193を参照




1903年に開通した中倒東北地方を機断する鉄道であゐ O 日終戦4fl'以降， J1ui'f鉄道を京支鉄道と改称、し，
さらに「満州国j以降， ~ヒi椅鉄道と改称した。





13) I抹栄(1951) r!:I!]1森林史料Ijl箆i224全会 南京 P 57-58 
14) i~!1欽 (1930) Ii附・1'主婆都市の木材需給状況 P 111 
Resume 
This study characterizes the first stage of forest exploitation of the Ouryokuko valley in 
Manchuria during the period from 1840 to 1932. 
Before the Russo“Japan日se War (1904-05)， forests were exploi ted by the indigenous 
merchants (Ryozan) and loggers organization 倍以ou-Muba)，which bore an pre舗 capialism
nature. 
After th巴War，Saiboku-kunsu， a joint venture was established by the Ching dynasty， and 
Japanese imperial government to exploit forests. lt preserved the indigenous merchant and 
loggers organization， and estab1ished a unique system to get an unreasonable margin for 
their business. 
These organization and system led to th巴risein timber production cost and 108s of price 
competition power in the Manchuria lumber market as a whole. '1、hiswas the main rea80n for 
the decline of the Ouryokuko val1y fore日try.
